
日本提案による高齢者や障がい者に配慮したカードの国際標準が発行される

― ISO/IEC 12905: Integrated circuit cards - Enhanced terminal accessibility using

cardholder preference interface ―
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高齢者や障がい者が安心してカードを使えることを目指して日本から提案し、日本が主導

して審議を進めてきた規格「ICカード ― カード所持者に適合したインタフェースによる

端末利用アクセシビリティの向上」が、国際標準ISO/IEC 12905として2011年7月15日に発

行されました。

１．本規格は、ICカード等に格納する各個人の望むマンマシンインタフェースに関する

ユーザ支援情報を規定しています。利用する端末は、ICカードからユーザ支援情報

を読み取り、個別操作することなく、端末の持っている機能を用いてユーザインタ

フェースが最適なものとなるように自動設定することが出来ます。

２．この国際標準化活動は、当省の国際標準開発事業の１テーマとして、2007年から社

団法人ビジネス機械・情報システム産業協会に委託して実施してきたものです。規

格案の作成から、国際標準化委員会への提案や国際審議なども、日本が主導して進

めてきました。審議の過程では、(財)共用品推進機構や欧州標準化委員会（CEN）

など、内外の数多くの団体や関係機関と連携し、ご支援を得ています。

３．本規格を採用した場合、様々な効果が期待されます。例えば、カード利用者自身が

操作する端末を利用する場合、端末の画面をより見やすく、音声ガイダンスをより

聞こえやすくすることを望むことがあります。カード内の支援情報を端末が読み取

り、より見やすくするために大きな文字で表示したり、より聴きやすくするために、

ゆっくりと大きな音声で案内することなどが出来ます。カードを利用する端末にこ

の技術が採用されると、端末操作のバリアフリー化が図られ、各種生活場面に於い

て、高齢者や障がい者の端末利用が促進される効果が期待できます。
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＜補足資料＞

高齢者・障害者への配慮の
必要性と制定の趣旨

「カード端末利用時のアクセシビリティの向上」
の国際規格化

（ISO/IEC 12905 Enhanced Terminal Accessibility (ETA) 
using cardholder preference interface)

障がい者のカード端末利用時の課題

平成20年度に実施したアンケートにより、障がい者のカード端末利用
において、次のような課題が明らかになりました。

障がい者のみならず、年齢を重ねるにつれて上記と同じような状況となり、
何らかの対応が必要になると考えられます。

色覚の特性について 操作スピードについて 音声について



１．端末のディスプレイの文字を読みやすいように、もう少し
大きくしてほしい。

２．端末のディスプレイの文字とバックグランドのコントラストを
高くしてほしい。

３．端末の音声ガイドやビープ音の音量を大きくしてほしい。

４. 操作のスピードを配慮をしてほしい。

その他の要望
「端末を母国語で利用したい」等

アンケート結果からの要望

規格化に対する配慮

国際規格制定作業では、次のような方針を立てました。

１．カードを端末に入れるだけで簡単に端末が使い
やすいものとなるようにする。

２．支援情報は、様々な要望に応えることができるもの
とする。

３．高齢者、障がい者だけではなく、すべての人にも
便利なものとする。

４．国内だけではなく、国外でも利用可能とする。



国際規格化

「アンケート結果の要望」及び「規格化の配慮」を元に国際規格
としてまとめられたものが、ISO/IEC 12905 Enhanced Termin
al Accessibility (ETA) using cardholder preference interface
「カード端末利用時のアクセシビリティの向上」です。

この国際規格には例ば、次のような支援情報があります。
- 表示書体サイズ、色、コントラスト、明るさ
- 音声などの音量、音声周波数
- 操作速度
- 利用者の理解できる言語

次に、これらの利用例を示します。

ディスプレイスの文字
が小さすぎて読みづら
い、もっと大きい文字
にならないかな。

端末のガイダンスの音声や
ビープ音が聞こえづらい。
はっきり聞こえるようにな
らないかな。

日本のカード端末は日
本語表示ばかりで使え
なかったよ。英語表示
にならないかな。

いつも使うカードに、支援
情報を格納させておくと、
端末利用時にあなたを助け
ることが可能となります。

ハイ、ISO/IEC 12905ならできます。

支援情報

おかしいな、画面が
良く見えない。白黒
反転の画面がいい。



英語表示になる

はっきり聞き取れる
ようになる

支援情報

読めたぞ

端末には、このような機能がスイッチ等で選択できるものがあります。その選択スイッ
チの代わりとして支援情報が格納されたカードを利用すると、自動的に機能が選択さ
れます。またこの仕組みにより、カードの他にも、携帯電話やパソコンなどの利用環境
において、個人に最適なマンマシンインタフェースを自動構築することが可能です。

そのカードを端末に入れると

関係者への要望

• 今回、障がい者からの要望に基づき規格化
が先行しましたが、この国際規格ISO/IEC 
12905 (ETA)を利用できる環境を整えるため、
この規格を多くの方に認知していただくと共
に、ETAを具備したカードの発行と、利用でき
る端末の整備を、関連業界が協力して推進
することが期待されます。


